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学 位 論 文 の 審 査 要 旨 
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論 文 題 目：  Development of the convenient method for artificial nucleic acid aptamer 
preparations using CE-SELEX（CE-SELEX法による人工核酸アプタ
マーの簡便作製法の開発） 
論文の概要及び判定理由 
申請者は、核酸化学および進化分子工学、生命分析化学の分野において、広い知識と高
い技術を修得し、キャピラリー・ゲル電気泳動を用いた試験管内選択法を発展・応用す
ることで、人工核酸からなるアプタマー分子の開発研究を先駆的に進めてきた。それら
成果の一部は、主に下記 3 編の学術論文(関連論文)に掲載され、当該分野、特に、分析
化学分野において高い評価を得ている。故に、一連の研究成果を纏めた本学位論文は、
博士（工学）の学位に値するものと判定した。 
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最 終 試 験 の 結 果 の 要 旨 
 
 
  笠原勇矢氏に対し，学位論文「Development of the convenient method for artificial nucleic 
acid aptamer preparations using CE-SELEX（CE-SELEX法による人工核酸アプタマーの簡便
作製法の開発）」の内容及び関連事項に関する本人の学識について試問し，満足すべき解答
を得たので，博士（工学）の学位を授けるに十分な学識をもつものと認め，合格と判定し
た。 
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